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好
循
環
す
る
関
係
人
口

（
東
京
都
神
津
島
）

「
わ
ー
っ
し
ょ
い
！　
わ
ー
っ
し
ょ
い
！
」

盛
大
な
掛
け
声
が
島
に
響
き
渡
る
。
令
和
六

年
八
月
二
日
、
神
津
島
前
浜
地
区
に
あ
る
物も

の

忌い
み

奈な
の

命み
こ
と

神
社
の
例
祭
に
際
し
、
平
成
二
二
年

以
来
、
一
四
年
ぶ
り
に
「
大お

と
な人
神み

こ
し輿
」
が
催

さ
れ
た
。
同
行
事
が
長
年
実
施
で
き
て
い
な

か
っ
た
要
因
は
、
担
い
手
の
不
足
が
大
き
い
。

約
三
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
神
輿
を
か
つ
ぎ
、

一
日
が
か
り
で
地
区
一
帯
を
回
る
た
め
、
少

な
く
と
も
八
〇
人
以
上
の
人
手
が
必
要
で
あ

る
。
今
回
、
神
津
島
漁
協
船
主
組
合
の
呼
び

か
け
で
再
開
。
漁
師
だ
け
で
な
く
、
島
内
他

業
種
の
若
手
や
神
津
高
校
の
生
徒
た
ち
の
参

加
、
島
出
身
者
や
島
赴
任
経
験
者
、
離
島
留

学
の
卒
業
生
な
ど
三
〇
人
以
上
が
島
外
か
ら

来
島
し
、
総
勢
一
八
〇
人
と
な
っ
た
た
め
開

よ
び
テ
レ
ビ
朝
日
の
五
者
が
連
携
し
、
本
事

業
の
観
光
分
野
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

本
年
四
月
、「
神
津
島
村
観
光
ア
プ
リ
」「
神

津
島
メ
タ
バ
ー
ス
」
の
二
つ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

コ
ン
テ
ン
ツ
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。
前
者
は
、

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
公
式
ア
プ
リ
「AN

A 
Pocket

」
内
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ア
ク
セ

ス
・
宿
・
商
店
・
天
気
な
ど
観
光
情
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り

移
動
距
離
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
が
貯
め
ら
れ

る
機
能
を
活
用
し
、
赤
崎
遊
歩
道
な
ど
島
内

の
観
光
名
所
に
行
く
と
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ

る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
し
て

い
る
。
後
者
は
、「AN

A G
ranW

hale

」
内

に
神
津
島
の
メ
タ
バ
ー
ス（
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
）

を
設
け
、
そ
こ
で
天て

ん

上じ
ょ
う

山さ
ん

登
山
や
星
空
観
賞

を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
最
初
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
ア
プ
リ
開
発

を
考
え
た
が
、
コ
ス
ト
面
で
断
念
し
た
。
既

に
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
使
用
し
て
い
る
ア
プ

リ
内
に
作
っ
た
こ
と
で
、
島
の
認
知
度
の
向

本
誌
編
集
部

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
ま
さ
に
〝

関
係
人
口
〟
が
行
事
の
復
活
を
後
押
し
し
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
島
で
実
践
さ
れ
る
関
係
人
口

醸
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
関
係
人
口
創
出

神
津
島
村
で
は
、
令
和
五
年
度
よ
り
都
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
京
宝
島
」
に
よ
る
支
援

を
活
用
し
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル・ア
イ
ラ
ン
ド

創
造
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
事
業

は
「
観
光
振
興
」「
地
域
交
通
整
備
」「
農
業

活
性
化
」「
横
断
的
Ｄ
Ｘ
推
進
」の
四
本
の
柱

か
ら
成
る
、
三
カ
年
事
業
で
あ
る
。
神
津
島

村
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
関
連
二
社
（AN

A N
EO

、AN
A X

）
お

報
告
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流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

本
事
業
に
お
い
て
、
今
後
力
を
入
れ
て
い

く
予
定
な
の
が
集
落
の
高
台「
よ
た
ね
広
場
」

で
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
用
い
た
観
光
複
合

施
設
の
建
設
だ
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
、
多
目
的
室
、
災
害
用
備
蓄
倉
庫
な
ど
の

機
能
を
有
す
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
部
屋
五

面
が
各
四
メ
ー
ト
ル
の
モ
ニ
タ
ー
で
構
成
さ

れ
た
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ル
ー
ム
」
で
、
天
井
か
ら
壁
、

床
ま
で
の
部
屋
全
体
に
映
像
を
投
影
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。鈴
木
課
長
に
よ
る
と「
悪

天
候
の
時
で
も
神
津
島
の
星
空
や
海
を
見
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
宇
宙
や
海
中
に
自

分
が
い
る
よ
う
な
没
入
感
が
売
り
」
と
の
こ

と
。
今
回
の「
大
人
神
輿
」

や
同
日
開
催
の
「
か
つ
お

釣
り
行
事
」
も
三
六
〇
度

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
お

り
、
こ
の
部
屋
で
観
賞
で

き
る
よ
う
に
す
る
予
定

だ
。こ

の
ほ
か
、
同
施
設
に

は
お
菓
子
な
ど
を
無
人
販
売
す
る
「
ス
マ
ー

ト
ス
ト
ア
」も
設
置
さ
れ
る
見
込
み
。「
島
の

商
店
は
夜
間
閉
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
コ
ン

ビ
ニ
が
欲
し
か
っ
た
。
本
当
は
酒
の
販
売
も

し
た
か
っ
た
け
ど
、
無
人
販
売
に
は
酒
税
法

で
の
規
制
も
あ
る
し
、
皆
芝
生
で
飲
ん
じ
ゃ

う
か
ら
無
理
だ
ね
」
と
笑
う
。
同
施
設
は
令

和
七
年
の
完
成
、
翌
八
年
か
ら
の
稼
働
を
目

指
し
て
い
る
。

「
離
島
で
オ
ン
ラ
イ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
事
業
を
行
な
う
際
、
通
信
環
境
が
隘
路

と
な
る
こ
と
が
多
い
。
で
も
工
事
体
制
が
整

っ
て
い
る
の
で
、
神
津
島
で
は
そ
の
心
配
は

な
い
。
関
係
人
口
作
り
や
既
存
の
枠
組
み
に

報告

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
、
本
事
業
を
進

め
る
神
津
島
村
の
鈴
木 

敦あ
つ
し

総
務
課
・
情
報
通

信
課
長
は
話
す
。
実
際
に
「AN

A Pocket

」

は
約
二
〇
〇
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
神
津
島
村
観
光
ア
プ
リ
」
は
、リ
リ
ー
ス
か

ら
既
に
二
一
万
回
以
上
閲
覧
さ
れ
て
い
る
と

い
う
（
八
月
二
七
日
時
点
）。

ま
た
、
同
じ
く
四
月
に
は
テ
レ
ビ
朝
日
の

協
力
の
も
と
「
星
空
ツ
ナ
ガ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
と
い
う
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た
。

「
国
内
外
の
星
空
好
き
や
石
垣
島・西
表
島
な

ど
他
地
域
の
星
空
保
護
区
と
つ
な
が
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
の
考
え
か
ら
、
九
月
以
降
交

神津島総務課・情報通信課長の
鈴木 敦氏。

神津島観光アプリの画面。
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ニ
メ
好
き
の
若
い
男
性
、
夫
婦
、
親
子
な
ど

こ
れ
ま
で
島
に
接
点
が
な
か
っ
た
人
へ
も
リ

ー
チ
で
き
て
い
る
。
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
友
人

を
伴
っ
て
来
島
す
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
を

機
に
島
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
覺か

く

正し
ょ
う

恒つ
ね

彦ひ
こ

神
津
島
観
光
協
会
事
務
局
長
は
「
ア

ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
効
果
に
つ
い
て
説
明

す
る
。

な
お
、
各
種
の
企
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
村
役
場
の
観
光
課
が
意
欲
的
だ
っ
た

こ
と
に
加
え
、「
フ
ァ
ン
が
記
念
に
書
け
る
ノ

ー
ト
を
待
合
所
に
設
置
し
て
は
」
な
ど
、
版

元
の
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
に
よ
る
提
案
・
協
力

捉
わ
れ
な
い
産
業
振
興
を
進
め
る
こ
と
で
、

島
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
た
い
」
と
、
鈴

木
課
長
は
抱
負
を
語
っ
た
。

新
し
い
島
内
観
光
の
萌
芽

神
津
島
は
、
令
和
四
年
よ
り
ア
ニ
メ
『
ラ

ブ
ラ
イ
ブ
！　
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
！！
』
の«

聖
地»

と
し
て
、
村
営
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

や
、
神
津
島
農
業
協
同
組
合
の
島
産
パ
ッ
シ

ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
利
用
し
た
シ
ロ
ッ
プ
・
ジ

ャ
ム
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
な
ど
、
同
作
の
フ
ァ

ン
に
向
け
た
企
画
を
随
所
で
展
開
し
て
い
る
。

観
光
協
会
で
も
、
作
中
に
登
場
す
る
舞
台
の

マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
・
配
布
。
さ
ら
に
神
津

島
出
身
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
特
別
住
民
票
」

な
ど
島
で
し
か
買
え
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
の
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
当
初
は
、
ア
ニ
メ
で
観
光
客
を
誘
致
す
る

こ
と
に
心
配
の
声
も
あ
っ
た
が
、
ア
ク
リ
ル

ス
タ
ン
ド
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
手
に
記
念
撮
影

を
楽
し
む
フ
ァ
ン
が
ほ
と
ん
ど
で
、
住
民
に

迷
惑
を
か
け
た
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。
ア

も
大
き
い
と
い
う
（
島
の
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
本
誌
二
七
八
号
も
参
照
）。

神
津
島
は
令
和
五
年
に
環
境
省
か
ら
「
神

津
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
の

認
定
を
受
け
た
。
こ
れ
は
、
島
内
で
星
空
ガ

イ
ド
・
天
上
山
登
山
な
ど
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を

営
む
「Full Earth

」
代
表
の
古
谷 

亘わ
た
る

さ
ん

を
会
長
と
し
て
、
村
、
観
光
協
会
、
ガ
イ
ド

団
体
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
、
商
工
会
、
漁
協
、

農
協
な
ど
の
各
団
体
で
組
織
し
て
い
る
「
神

津
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
き
国
へ
提
出

し
た
構
想
で
、
島
の
自
然
や
文
化
の
観
光
活

用
と
そ
の
保
全
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
あ

る
。「
自
然
や
文
化
は
、も
と
も
と
島
で
大
切

に
し
て
き
た
も
の
な
の
で
、
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
大
き
な
変
化

は
な
い
。
た
だ
、
島
外
の
人
に
対
し
て
よ
り

明
確
な
根
拠
を
持
っ
て
、
自
然
・
文
化
の
保

全
を
呼
び
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は

大
き
い
。
私
が
島
に
移
住
し
て
か
ら
の
一
〇

年
間
だ
け
を
み
て
も
、
伝
統
や
歴
史
の
失
伝

神津島観光協会事務局長の覺正恒彦氏。
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が
み
ら
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
文
化
の
消
失
を

食
い
止
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
」

と
、
覺
正
事
務
局
長
は
期
待
を
述
べ
る
。

神
津
島
で
は
、
現
在
目
立
っ
た
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
起
こ
っ
て
い
な
い
が
、
村
営

の
キ
ャ
ン
プ
場
二
カ
所
（
沢
尻
野
営
場
と
長
浜

野
営
場
）が
ゴ
ミ
の
放
置
や
夜
間
の
騒
音
の
問

題
か
ら
、
二
〇
一
九
年
を
も
っ
て
閉
鎖
に
な

っ
た
過
去
が
あ
る
。
覺
正
事
務
局
長
に
よ
る

と
、
観
光
業
に
お
い
て
、
現
在
の
一
番
の
課

題
は
担
い
手
不
足
だ
と
い
う
。

「
星
空
ガ
イ
ド
は
住
民
五
〇
人
以
上
が
認
定

さ
れ
て
い
る
が
、実
働
は
私
を
含
め
て
七
、八

人
ほ
ど
。
宿
も
保
健
所
に
登
録
さ
れ
て
い
る

の
は
五
〇
件
以
上
だ
が
、
稼
働
で
き
て
い
る

の
は
そ
の
約
半
分
。
島
の
高
齢
化
も
進
ん
で

お
り
、
後
継
者
を
育
て
る
に
は
、
島
外
か
ら

人
材
に
来
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
」

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
離
島
留
学

島
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
東
京
都
立
神
津

高
等
学
校
。
か
つ
て
は
生
徒
数
一
二
〇
人
余

を
数
え
て
い
た
同
校
だ
が
、
人
口
減
少
や
島

外
へ
の
進
学
に
よ
り
、
一
時
は
生
徒
数
が
二

〇
数
名
ま
で
減
少
し
た
。
同
校
で
は
、
学
校

の
存
続
と
学
力
向
上
、
ひ
い
て
は
村
全
体
の

活
性
化
を
目
指
し
、
平
成
二
八
年
度
よ
り
離

島
留
学
を
開
始
し
て
い
る
（
詳
細
は
本
誌
二
四

八
号
参
照
）。
本
年
度
で
九
期
目
を
迎
え
た
現

況
を
、
神
津
島
村
教
育
委
員
会
の
清
水
一か

ず

正ま
さ

教
育
長
に
伺
っ
た
。

開
始
当
初
は
、
島
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
形
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
学
生
寮
「
し
ら
す
な
寮
」
を
整
備

（
平
成
二
九
年
に
男
子
寮
、
三
一
年
に
女
子
寮
が
完

成
）
し
、
現
在
の
留
学
生
は
寮
生
活
を
送
っ

て
い
る
。
寮
の
定
員
は
一
四
名
（
男
子
八
名
、

女
子
六
名
）
で
、
今
年
度
は
一
三
名
が
利
用
。

生
活
費
（
家
賃
や
食
費
、
光
熱
費
な
ど
）
を
含
ん

だ
経
費
と
し
て
月
に
一
〇
・
五
万
円
が
か
か

る
が
、
う
ち
六
・
五
万
円
を
都
と
村
で
支
援

し
て
い
る
。

留
学
生
に
神
津
高
校
を
志
望
し
た
理
由
に

つ
い
て
聞
く
と
、「
小
さ
い
頃
に
神
津
島
に
遊

び
に
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
」「
星
空
や
海
な
ど

の
豊
か
な
自
然
に
惹
か
れ
た
」「
親
元
か
ら
離

れ
て
の
寮
生
活
で
自
立
し
た
い
」
な
ど
の
答

え
が
挙
が
る
。
学
校
生
活
で
の
授
業
、
校
内

行
事
、
部
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
星
空
ガ
イ
ド

養
成
講
座
や
吹
奏
楽
団
な
ど
、
各
自
の
関
心

に
応
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
も

み
ら
れ
る
と
い
う
。
島
の
住
民
か
ら
も
「
挨

拶
も
し
っ
か
り
し
て
く
れ
る
」
な
ど
離
島
留

学
生
に
対
す
る
好
意
的
な
意
見
が
多
い
。

「
離
島
留
学
生
は
大
学
進
学
率
が
高
く
、
彼

離島留学生が暮らす「しらすな寮」。
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ら
か
ら
刺
激
を
受
け
、
地
元
出
身
の
生
徒
の

学
力
も
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
元

か
ら
神
津
高
校
へ
の
進
学
率
向
上
に
も
つ
な

が
る
」
と
、
清
水
教
育
長
は
話
す
。

着
実
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
神
津
高
校
の

離
島
留
学
は
非
常
に
人
気
が
高
く
、
本
年
七

月
に
実
施
し
た
学
校
説
明
会
・
寮
見
学
会
に

は
、
想
定
を
大
き
く
上
ま
わ
る
応
募
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
寮
の
定
員
の
み
な
ら
ず
、
留

学
生
を
ケ
ア
す
る
た
め
の
受
け
入
れ
側
の
人

員
体
制
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
課
題
が
あ
り
定

員
を
現
状
か
ら
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
。

離
島
留
学
の
卒
業
生
が
、
島
に
移
住
し
た

事
例
は
ま
だ
な
い
が
、
長
期
休
暇
の
折
に
ア

ル
バ
イ
ト
や
遊
び
に
来
島
し
た
り
、
島
の
成

人
式
に
参
加
す
る
な
ど
、
関
係
は
続
い
て
い

る
。「
離
島
留
学
生
に
と
っ
て
島
が
第
二
、第

三
の
ふ
る
さ
と
に
な
れ
ば
。
本
土
に
い
て
も

『
島
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力

し
た
い
』
と
言
っ
て
く
れ
る
卒
業
生
も
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
な
の
で
、
国
内
外
か
ら

神
津
島
に
つ
い
て
発
信
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
る
と
嬉
し
い
。
離
島
留
学
生
が
一
生
懸
命

に
島
の
行
事
に
と
り
く
む
姿
勢
を
見
て
、
島

の
良
さ
を
再
認
識
し
た
住
民
も
多
い
。
神
津

高
校
の
生
徒
た
ち
が
島
の
子
ど
も
た
ち
の
手

本
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
清
水
教
育
長
は
語

っ
た
。

◆

今
回
島
を
訪
れ
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

離
島
留
学
の
卒
業
生
や
観
光
客
の
方
々
が
、

単
な
る
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
の
で
は
な
く
、

親
類
や
友
人
な
ど
を
と
も
な
っ
て
再
び
島
に

遊
び
に
来
て
い
る
様
子
を
見
た
こ
と
だ
。
こ

の
よ
う
に〈
関
係
人
口
〉の
好
循
環
と
は
、指

数
関
数
的
に
島
と
つ
な
が
り
を
持
つ
人
が
増

え
て
い
く
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
神
津
島
の
よ
う
に
人
に
紹
介
し
た
く

な
る
ほ
ど
、
そ
の
地
域
に
魅
力
が
あ
る
こ
と

が
必
要
条
件
と
言
え
る
。

島
の
年
配
の
方
は
、「
大
人
神
輿
が
見
ら
れ

る
の
も
こ
れ
が
最
後
か
も
し
れ
な
い
」と
、感

慨
深
げ
に
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
で
、
行
事
の
継
続
は
簡
単
で
は

な
い
が
、
近
い
将
来
、
再
び
神
輿
の
賑
わ
い

が
見
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
神
津
島
で
の
取

り
組
み
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
筆
者

自
身
も
関
係
人
口
と
な
り
、
島
と
の
関
わ
り

を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
。

 

（
文
・
石
川
／
写
真
・
小
原
佐
和
子
）

（
本
号
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
も
あ
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
）

神輿をかつぐ若者たち。


